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１．はじめに

地質標本館では，2018 年 10 月 15 日に制定された「化

石の日」に合わせて，化石の標本展示に特化した企画展を

毎年開催している．2018 年は「素晴らしい日本の石・ニッ

ポニテス」，2019 年は「恐竜とアンモナイト−白亜紀の日

本を語る化石−」，2020 年は「海で暮らした？デスモスチ

ルス」を開催し，そして 2021 年は「メタセコイア−白亜紀

から現在までの姿−」（会期：2021 年 10 月 5 日〜 12 月 5

日）を開催した（第 1 図）．

地質学を学んだことがある人なら誰でも知っている“生

きている化石”のメタセコイアであるが，その“生きている

化石”である由縁・経緯を知る人は少ないのではないだろう

か．また，地質学を学んでいない人で街路樹としてのメタ

セコイアを知っていたとしても，それが白亜紀から存続し

ている化石であることはあまり知られていないと思う．そ

こで今回の企画展では，白亜紀から現在までの変わらない

メタセコイアの姿を学んでもらう，という主旨で展示を作

成し，本稿では企画展の内容を紹介する．

２．メタセコイアとは

メタセコイアは近畿・東海地方などで見つかった新第三

紀・第四紀の化石に基づき，三木　茂博士によって絶滅針

葉樹の新属として 1941 年に命名された（Miki，1941）．か

つては類似した葉や球果を持つセコイアやヌマスギなどに

同定されていた化石であったが，葉と球果の解剖学的な検

討により，新属として提唱された．その後，1946 年に中

国の四川省（発見当時：現在は湖北省に編入）で胡先驌博士

によって自生地が見つかった（Hu， 1946）というニュース

が世界中に広まり，その後，1948 年に胡博士と鄭万鈞博

士により，新種記載されることで（Hu and Cheng， 1948），

“生きている化石”として知られるようになった．メタセコ

イアが現存していたという報告により，カリフォルニア大
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学のチェイニー教授とハーバード大学のメリル教授が中心

となって現地調査と保護が行われた．そして，日本はメタ

セコイアと関係が深いということで昭和天皇に苗木が献上

された（国立科学博物館，2021）．その後，三木博士が結

成したメタセコイア保存会を通して苗木や種子が届けられ

ることで，“生きている化石”のメタセコイアが日本中に広

がったのである（塚腰，2016）．企画展が開催された 2021

年は，三木博士が命名してから 80 年となるが，世界中に

植樹されることにより，各地で目にすることができるよう

になった“生きている化石”はメタセコイアだけではないだ

ろうか．

メタセコイアはヒノキ科の針葉樹であり，多くの針葉樹

と異なるのは冬季には黄葉しそして落葉することである．

沼沢地を生息の適地としている．樹高は約 20 〜 30 m 以

上にもなり，円錐形の樹形をしており，遠方からでもメタ

セコイアは認識できることが多い．

メタセコイア（Metasequoia）の学名は，類似する針葉樹

キーワード：�メタセコイア，地質標本館，化石の日，白亜紀，第四紀，生きている
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第 1図　企画展の開催ポスター．
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には日本周辺だけの分布となり，中期更新世には日本から

絶滅した（百原，1994）．分布の縮小は，地球全体の寒冷

化と乾燥化によると考えられ，絶滅に至ったのは氷期・間

氷期の寒暖差や海水準変動によって生息地である低地が減

少したことなどが考えられる（Momohara， 2011， 2016）．

一方，中国で残存していたのは，日本のように大きな環境

変動を受けなかったことが要因かもしれない．

塚腰・岡野（2016）を参考に，現生種であるメタセコイア

M. glyptostoroboides，ヌマスギ Taxodium distichum，セ

コイア Sequoia sempervirens の葉，樹皮，球果の特徴を第

2 図に示した．メタセコイアは命名される前はヌマスギや

のセコイア（Sequoia）に「後の，変わった」という意味の「メ

タ (Meta-)」を付けたものである．現生種では，Metasequoia 

glyptostroboides Hu et Cheng だけが知られ，国内産の化石

としては M. occidentalis (Newberry) Chaney が知られる．

メタセコイアは白亜紀に出現し，最も古い記録はロシ

ア，カナダ，アラスカのセノマニアン期である（LePage 

et al. , 2005a）．国内で最も古い記録は福島県のコニア

シ ア ン 期 か ら で あ る（https://www.asahi.com/articles/

ASP1R6T92P1NUGTB002.html，閲覧日：2022 年 1 月 31

日）．その後，東アジア，中東アジア，北アメリカ，グリー

ンランドなどの北半球に分布を広げるが，新第三紀鮮新世

第2図　メタセコイア，ヌマスギ，セコイア3種の葉，樹皮，球果の特徴の違い．中島ほか(2021)を引用．
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セコイアに同定されていた．それは，これらの葉が軸の両

側に伸びるという共通の特徴があるためだが，よく見ると

葉の軸からの伸び方が異なっており，メタセコイアは対生，

ほか 2 種は互生となっている（第 2 図）．三木博士は近畿・

東海地方から採取された化石を解剖学的に検討して特徴を

把握することで，メタセコイアを新属として提唱した．ま

た，葉だけでなく，球果も同時に記載している．葉と球果

は別々に化石になることがほとんどなので，それらが同じ

種類だと判断するのは難しいが，三木博士は多くの化石や

産状を調べることで，葉と球果が同種であることを明らか

にしたことも大きな成果である．球果については，それぞ

れの外観の違いは明らかで，鱗片の並び方からも 3 種は容

易に区別ができる（第 2 図）．ヌマスギやセコイアもメタセ

コイア同様，かつては日本に生息していた針葉樹であるが，

国内の公園や街路樹で見られるものは人工的に植樹された

ものである．これら 3 種は，つくば市の国立科学博物館筑

波実験植物園で観察することができる．岩石に含まれた葉

の化石を３つに区別することは難しいが，葉を手に取って

みるとそれぞれの違いが認識できるだろう．

３．企画展展示の紹介

今回の企画展では，３枚の解説パネルと 2 台のガラス展

示ケースを使用した（第 3 図）．解説パネルには前述したメ

タセコイアの概説，類似する針葉樹との比較，化石の時間

的及び地理的変遷をそれぞれ解説した（中島ほか，2021)．

ガラス展示ケースの 1 台には，現生のメタセコイア，ヌマ

スギ，セコイアの押し葉の標本と球果の乾燥標本を並べ，

それぞれの違いを比較する展示を作成した（第 4 図）．そ

れぞれ対生と互生という明らかな違いはあるが，実物を見

ると葉の色，大きさ，厚さも若干違っていることが認識で

きる．もう 1 台のガラス展示ケースには，国内各地で採

取されたメタセコイア化石を並べた（第 5 図）．地質標本

館には約 70 点のメタセコイア化石が登録されており，今

回の企画展では，北海道の漸新統，山形県，福島県，岐

阜県，京都府，島根県の中新統，長崎県の鮮新統，鹿児

島県の更新統を主とした 13 点の登録標本を展示した（第

5 図）．これらの標本は，1950 年代から 90 年代にかけて

活躍された GSJ（地質調査所　現産総研地質調査総合セン

ター）の OB で新生代植物化石の専門家である棚井敏雅博

士と尾上　亨博士の貢献が大きく，地質図幅作成の調査で

採取された化石も登録されている．地質標本館所蔵の最古

のメタセコイアは，北海道の始新統春
はるとり

採層産の化石である

が，メタセコイア出現時期である白亜系の化石は所蔵され

第 3図　企画展展示の様子． 第 4図　メタセコイア，ヌマスギ，セコイアの押し葉と球果標本展示．

第 5図　国内各地から採取された新生界産メタセコイア化石の展示．
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ていない．そこで，今回の展示の目玉として，福島県立博

物館と国立科学博物館が所蔵する白亜系から採集されたメ

タセコイア標本を展示した（第 6 図）．福島県立博物館の

標本は双葉層群足沢層（コニアシアン期）から産した日本

最古のメタセコイア化石（https://www.asahi.com/articles/

ASP1R6T92P1NUGTB002.html，閲覧日：2022 年 1 月 31

日）のレプリカで，国立科学博物館の標本は岩手県の久慈層

群沢山層（サントニアン期〜カンパニアン期）から見つかっ

た化石である．福島県立博物館の標本には，メタセコイア

の葉と球果が見られるが，驚くべきことに球果の直径が約

3 cm もあり，現生のものに比べて 2 倍の大きさなのであ

る．この最古のメタセコイア化石については，福島県立博

物館や国立科学博物館，中央大学などの専門家による研究

が進められている．

４．メタセコイア化石の研究

メタセコイアはその発見の歴史だけでなく，葉や球果

の形態や生態など様々な視点から研究者から注目されて

い る 植 物 で あ る．2005 年 に は Springer 社 か ら，「The 

geobiology and ecology of Metasequoia」（LePage et al. , 

2005b）が出版され，近年までのメタセコイア研究が網羅

的にまとめられている．また，日本植生史学会では，2011

年に「植生史研究」の第 19 巻 1-2 号合併号でメタセコイア

を含むスギ科・ヒノキ科植物の最新研究を取り上げている．

この中でメタセコイアについて，三木博士の業績や保存会

の活動（Tsukagoshi et al. , 2011），第四紀における絶滅過程

（Momohara， 2011），安定同位体研究（Yang et al. , 2011）

などが論じられている．

メタセコイアの化石は，特徴的な形態をした葉や球果の

産出が目立つが，微化石として花粉化石も産出する（第 7

図）．花粉化石は海成・陸成堆積物に多量に含まれることが

多いため，大型化石である葉や球果よりも定量的な解析に

利用できる．また，第四紀における群集解析により帯区分

がなされることで，更新世の生層序にも活用できることが

花粉化石の強みである．地質情報研究部門では，陸上の第

四系層序の研究としての陸域地質図プロジェクトや沿岸域

プロジェクト，地質地盤図プロジェクトにおいて，年代及

び環境決定のために花粉化石を活用している．メタセコイ

アの花粉化石も更新世の生層序に重要なものとなっている

が，専門家の話によると，かつてメタセコイアの花粉化石

を同定することは難しく，新第三紀や第四紀の花粉化石研

究を見ると，Taxodiaceae としてスギ科花粉に一括して含

まれていた．しかし，最近になってその花粉の特徴が明確

化されてきた（楡井，2012）ことで，年代層序に活用でき

るようになった．楡井・本郷（2018）によると，前期更新

世末（カラブリアン期）の MIS（Marine Isotope Stage の略）

21 の下限（約 90 万年前）までは連続的に産出するが，中期

更新世（チバニアン期）の MIS19（約 77 万年前）に入ると散

点的になり消滅する，という産状が示された．つまり，花

粉化石の産出の時間的変化を調べることで，更新世の前期

と中期のおよその目安ができるということである．

花粉化石によって更新世の年代の目安ができると前述し

たが，実はメタセコイアの日本での消滅年代は正確にはわ

かっていない．MIS21 の下限がその連続産出の上限に相当

するが，その後に続くチバニアン期になってもメタセコイ

アの花粉化石は散点的に産出することが知られている（本

郷ほか，2011；楡井・本郷，2018）．散点的であるので，

実際に存在するのか，あるいは下位層準から再移動された

ものであるのか，そこは明確ではない．花粉はスポロポレ

ニンという分解されにくい高分子の物質からなっており

（徳永，1982），古い地層からも保存良く産出し，再移動さ

れても地層中に残りやすい．そのため，花粉化石に合わせ

て，化石として残りにくい葉や球果の産出年代を調べるこ

とで，その上限を決定することができると思われる．現在

までに，上限年代を決定できそうな地層は，近畿地方に分

布する大阪層群上部（三木，1948；Miki, 1950），広島県

の阿品層（三木，1950；Miki, 1950），静岡県の小笠層群

第 6図　�白亜系のメタセコイア化石．上は岩手県久慈層群沢山層産
の葉化石，下は日本最古となる福島県双葉層群足沢層（コニ
アシアン期）産化石のレプリカ．図中央にあるのが球果．
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（黒田，1975），岩手県の百岡層（胆沢川動物足跡化石発掘

調査団，1993）などがある．とくに百岡層からは花粉化石

も産出しており（木下・都鳥，1991），1.0 ± 0.3 Ma およ

び 0.64 ± 0.20 Ma のフィッション・トラック年代が得ら

れている（大石・吉田，1995）．メタセコイアが国内各地で

同時に消滅することは考えにくいかもしれないが，今後は

化石の産出と各種手法による年代決定によって国内におけ

るメタセコイア消滅に関する議論が進むことを期待する．

５．おわりに

地質標本館の前にはメタセコイアが 6 本植えられている

が，このメタセコイアは GSJ の筑波移転以降，GSJ と同じ

歴史を歩んでいる．当初は移転とともに川崎の溝口庁舎に

あったメタセコイアの枝を挿し木して地質調査所の敷地に

植えたようだが，運悪く刈られてしまったようだ．そのた

め植木職人によって別のメタセコイアが 1980 年に植えら

れた．当時は約 5 m の高さであり，約 40 年経った現在は

第 7 事業所の 8 階にまで達する約 30 m という高さまで大

きく育っている．地質標本館に見学に訪れた人は，館内の

企画展を見た後，館前にそびえ立つメタセコイアをじっく

りと観察してもらえたと思う．球果がどこになっているの

かと質問されたこともあったが，球果はたいてい人の目が

届かない高い位置にある．地質標本館前のメタセコイアの

歴史については，尾上（1992）と矢野（2019）に詳しい．

2021 年 9 月 30 日に新型コロナウィルス感染症緊急事態

宣言が解除されたことで，地質標本館の見学者が増えた時

期に企画展の開催が重なったため，メタセコイアの過去か

ら現在までの姿を多くの人に知ってもらうことができたと

思う．地質標本館前のメタセコイアは，企画展が開始され

た 10 月初旬はまだ青々としていたが，徐々に日が経つに

つれて黄葉が目立ち，企画展が終了する 12 月上旬には全

体が橙色に染まることで見事な樹姿になった（本号表紙参

照）．12 月下旬には大部分が落葉し，すっかり寂しくなっ

てしまったが，春になればまた青々とした円錐型の姿を見

せてくれるだろう．読者の皆さんにも，白亜紀から生き延

びながら一度は日本で絶滅し，移植され再び日本で目にす

ることができるようになったメタセコイアをあらためて見

上げてほしいと思う．
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